
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 5 月 27 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：  
京都市の伏見区、かつての伏見城城下の西部にあたる場所で江戸時代の廃寺の墓地（伏見城

跡遺跡）が調査でされ、約 630 人分におよぶ古人骨資料（伏見人骨資料）が発掘された。この

資料を骨人類学や骨考古学的の方法で分析して、江戸時代人京都町民の顔立ちや体形などの身

体特徴、平均寿命や人口曲線などに関する人口学的特徴、歯疾患や骨梅毒疾患などの罹患率を

明らかにするとともに、主要なタンパク質摂取源を推定する食性分析、人骨の鉛濃度分析など

を実施した。成人の平均身長は男性が 158cm で女性が 144cm ほどと短躯であったこと、丸顔

の人が多かったこと、出生児の平均余命は男性が 40 歳弱で女性が 30 歳弱ほどと短命であった

こと、虫歯と梅毒の罹患が著しく高率であったこと、淡水産や海産の魚介類をタンパク質源と

して利用していたことなど、すくなからずの特記すべき研究成果を達成できた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
     Human skeletal remains for about 630 individuals which were excavated at the old 
temple burial site of Edo-period in the Fushimi area of Kyoto City, were 
osteo-archaeologically analysed in order to evaluate the face-body characters, demographic 
features, diseases and diet of Kyoto citizens in Edo-period. Several findings deserve special 
mention, as follows. 1) The average statures estimated have been proved very short; about 
158cm and 144cm for adult males and females, respectively. 2) The life expectancies at age 
0 have been calculated very short; less than 40 years and less than 30 years for the male 
and female populations, respectively. 3) The very high frequencies of persons with some 
dental caries affections and with some syphilitic bone-changes have been observed; 33.5% 
and more than 30%, respectively. 4) People’s diet particularly high in freshwater fish or in 
C3 plants, terrestrial mammals and marine/freshwater fish, have been speculated 
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見城遺跡、伏見人骨資料 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）京都の旧伏見城下の西部域に、かつて

存在した廃寺の墓地で、2005-2006 年度に発

掘された合計 630 人分におよぶ江戸時代の

人々の遺骨群（伏見人骨資料）は遺存状態が

良く、当時の町民層に属する人々ひとり一人

の人物像を復原するとともに、各種の人口学

的パラメータを推定し、いくつかの骨性疾患

の罹患率、あるいは食性など生活面での諸問

題を解明するのに骨考古学を応用する絶好

の資料であることが判明した。 
（2）近世史学や江戸学などの発展とともに、
歴史学的文献学的方法で江戸時代都市部の
町民像の実態が詳細に描かれるようになり、
まったく性格を異にする研究方法でクロス
チェックすることが待望されることとなっ
た。本人骨資料は質量ともに、それを実行す
る申し分ないものであり、江戸時代の都市部
町民の実像を定量的な数値情報を駆使して
実証的に復元できることが期待された。 
（3）ともかく、歴史学的方法で導かれた近
世史に関する通説に対して、まったく別の研
究方法で実証的に検証、反論、補強する挑戦
的な試みが可能な背景が生まれ、ことに近世
の人々の人物像を描くことにおいて、文献類
でのネックとなる部分の成果が期待できた。 
 
２．研究の目的 
（1）ともかく古人骨資料というハードエビ
デンスを多角的に解析することにより、それ
らを遺した人々の身体特徴をはじめとする
実像を最大限に復元することを研究目的と
した。ことに伏見人骨資料のように質量とも
に類いまれなる研究対象が備える情報力を
確かめるのは、こうした研究の将来性を考え
るうえでの嚆矢となる。 
（2）本研究の骨子は、江戸時代の都市部で
生活した人々、ことに京都の町民層の人々の
身体的特徴、疾病履歴、生活の質（Quality of 
Life）、人口学的特質、食性などの事項につき、
数値的に実証的に解明することであった。 
（3）彼らの顔立ち・体形・体格を解明する
とともに、年齢別性別死亡率の詳細を示すこ
とで、生存曲線や出生児の平均余命などを算
出して平均寿命を推定すること、齲歯など歯
科学的疾患、変形椎骨などの加齢性疾患、梅
毒性骨疾患など感染症の罹患率を推定する
こと、主要なタンパク質源を特定すること、
鉛汚染などの実態を定量的に評価すること
などを具体的な目的とした。 
（4）要約すると、近世都市部で生きた人々
ひとり一人の人物像をヴィヴィッドに描き、
さまざまな生活実態を実証的に提示するこ
とであった。 

 
３．研究の方法 
（1）上記した伏見人骨資料を研究対象にし
て、骨形態学、骨考古学、地球化学、古病理
学、人口時計学などの多角的な研究方法を適
時応用して分析することを主眼とした。 
（2）まずは各人骨について、骨形態学の方
法で計測値、肉眼観察および検鏡観察データ
を採取した。それらから一人一人の人物像を
推定した。 
（3）つぎに、既報の症例報告などを参照し
ながら、あるいは専門家と議論を重ねながら、
古病理学的所見を記録した。 
（4）できるだけ分析的に性別と死亡年齢を
推定した。成人骨の死亡年齢については、死
亡年齢が分かっている現代人骨資料のシリ
ーズを参考にしながら、伏見人骨資料のシリ
ーズを作成後、検討を重ねた後、最終的に一
人一人の死亡年齢を確定した。そうして求め
た性別と死亡年齢の一覧表から各種の人口
学的パラメータを算出した。 
（5）炭素と窒素の安定同位体量は地球総合
環境学研究所で測定し、骨鉛量は東京大学新
領域創成科学研究科で測定した。これらの定
量データの詳細な記載は関係者に委ねたい。 
（6）江戸時代の江戸で発掘された人骨に関
する比較資料、歴史文献史料、考古学的資料
などを適時、照合しながら順次、研究目的で
設定した課題を多角的に解決していった。 
 
４．研究成果 
 江戸時代京都町民の人物像、生活像、健康
白書、疾患像、食性、人口構造、銅汚染など
に関する多岐にわたる知見を達成できた。先
に江戸の江戸時代人骨で得られた知見や歴
史学的な方法で得られた知見を補強、増強、
検証するものもあるが、新たに得られた知見
も珍しくない。ここでは特筆に値するような
結果だけを列挙するにとどめる。 
（1）まずは顔立ちや体形であるが、概ね低
身長（平均身長：成人男性は 157.9cm、成人
女性は 144.3cm）であり、やや小太り寸胴型
で 6頭身ほどの体形の人が一般的であり、ま
た歯槽性突顎性（いわゆる反っ歯）が強く、
寸詰まり気味の広顔型の顔型、現代人よりも
頭が長く才槌頭の中頭型の者が多い。でも中
には 165cmほどの背格好で、高顔で長頭の者
も存在した。従来、江戸時代の江戸町民で報
告されたより頭長幅示数の値が大きい傾向
にあることが認められた。 
（2）未成年での死亡率は全体の 20％強、な
かでも乳幼児の死亡率が 14％弱の高い値を
示した。これらは前近代の人間社会で共通す
る人口学的特徴であるが、乳幼児や未成年者
の死亡率の高さを反映して、出生児の平均余



命（いわゆる平均寿命）は男性が 40 年程度
で女性は 30 年程度であった。しかし、50 歳
年齢の平均余命は 20 年近くとなり、けっし
て低い値とは言えず、熟年の年齢まで達すれ
ば老年まで生きるのが普通であったことを
示す。ちなみに 80 歳以上の高齢まで生きる
者も全人口の 3％程度は存在した。 
（3）女性では 20-40 歳の壮年期で死亡率が
高く、男性では 40-60歳の熟年期で高いこと
が判明した。女性の場合、妊娠・出産・育児
と関係する周産期クライシスに起因し、男性
の場合、梅毒性疾患の重篤化などに起因する
現象であることは想像に難くない。 
（4）男女ごとの出生児平均余命値でみるよ
うに、現代社会とは逆に、女性のほうが若死
にする傾向が強いが、この現象は壮年女性を
苦しめる周産期クライシスが、ことのほか強
く人々の一生に影響していたことを物語る。 
（5）炭素と窒素の安定同位体を測定する食
性分析の結果、タンパク質源を淡水魚介類に
強く依存する生活、あるいはコメなどの C3
食物と海産か淡水の魚介類などに依存する
生活を送っていた可能性が示唆された。農村
部と異なり、アワ・ヒエ・キビなどの C4 食
物の摂取量は少なかったようである。男性の
ほうが女性よりも海産魚介類を多く食して
いたらしいこと、2 歳かそこらで離乳したら
しいことも、この分析で判明した。 
（6）骨中の鉛濃度を分析することで意外な
ことが判明した。江戸時代を通じて、鉛濃度
は一般に高い傾向にあったようだが、ことに
中期から後期にかけて非常に高い鉛濃度を
示す女性や子どもの骨が数えられ、おそらく
は化粧用白粉や丹鉛薬や陶器の釉薬などに
より鉛汚染が進行した様子がうかがえる。 
（7）古病理学的分析で判明した特記すべき
は、齲歯率が非常に高いことである。きわめ
て軽度のものを含めれば、全調査歯の 30％に
およぶ歯で齲蝕痕が認められた。これは現代
人よりも、さらに同時期の江戸町民よりも高
水準の値である。もちろん判定基準の違いや
判定者のバイアスなどがあるために、同列に
比較するのは非常に難しいが、いずれにして
も高頻度で虫歯が生じていたのは確かであ
る。齲歯率と砂糖の消費量には強い相関があ
り、また、江戸時代の都市部では砂糖の消費
量が急激に増加したことが指摘されている
が、ことに京都の町民の間では砂糖を多量に
使用する生活が流行していたのかもしれな
い。あるいは、水質が関係したのかもしれな
い。これは今後の大きな検討課題となる。ち
なみに、歯槽性歯周症の割合や歯石をもつ歯
の割合も高頻度で認められた。 
（8）梅毒性の骨変化を示す骨格が非常に高
い割合で認められた。調査可能な骨格 56 例
中 19 例（約 33％）、ことに男性骨格では同
36 例中 17 例（47％）と、異常なほどの高率

で観察された。同時期の江戸町民と同様に京
町民の間でも梅毒性の症状を示す疾患が猖
獗をきわめていた様子がうかがえる。 
（9）全身性特発性骨増殖（DISH）や前従靱
帯骨化（APLL）の難病性疾患の症状が示す骨
格が 1例ずつ検出された。また加齢性の変形
性関節炎が重篤化した骨格が男女で 1例ずつ
（いずれも高齢者）、頸椎圧迫骨折を煩った
老齢女性骨が認められた。上下肢の長骨など
に骨折痕をもつ骨格は案外と少なく、上腕骨
で 1例だけ認められたにすぎない。 
（10）不死身人骨資料の研究で達成された人
口学的知見、病理学的知見、あるいは食性な
どに関する知見などは、日本近世史や江戸学
などの歴史学的文献学的研究方法によって
提示された江戸時代町民の人物像、生活像、
疾病像などに関する通説を肉付け、実証、補
強、反論するうえで、きわめて学術的価値の
ある定量的情報を提供するものとして非常
に高く評価されよう。 
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